
「インターネットにおけるオープンな

競争の利益を確保」する「ネットワー

ク中立性」の原則への支持を明言し

てきたオバマ大統領。

これは、ネットワークにおいてオー

プンなコンテント、アプリケーション、

サービスの流通、端末の接続などを

確保するという考え方であり、インタ

ーネットの利用者であるエンドユー

ザーに向けた政策であると同時に、

ネットワーク上でコンテントやアプリ

ケーション、サービス等を展開する事

業者への福音と受け止められた。こ

れら事業者にとっては、ネットワーク

提供事業者によってネットワークから

締め出されることがあっては、その

存在自体が危うくなるからだ。したが

って、これを大統領選挙の公約とし

て最初に表明する場所としてオバマ

氏がシリコンバレーのグーグル本社

を選んだことには、象徴的な意味合

いがあった。

他方で、「オープン」にさせられる

ことになるネットワークを提供するベ

ル系事業者やケーブル事業者は、

「オープン」性のコンセプト自体には

賛同しても、そのために新たな規制

を設ける必然性があるのかと、強い

警戒感を持って問いかけた。政府の

規制を限定的に捉える共和党関係

者も、これに呼応して、強く反発して

きた。

オバマ大統領の支持者が進めてき

たのは、ネットワーク中立性の原則を

法制上確立させようということなの

で、その是非を巡る論争は、法的原

則の有り様を巡る争いである。した

がって、立法府である連邦議会と米

国通信法制執行において大きな裁

量を持つ連邦通信委員会（FCC）の

判断を巡る政治的に激しい争いとな

り、党派対立の焦点となった。

今回と次回、2回にわたり、この議

論の経過を追い、今、米国でインタ

ーネットのオープン性について、何が

焦点となっており、それがどういう政

治環境の中でいかなるルールが模索

されているのかをレポートする。

6原則の提案

FCCのジェナカウスキー委員長は、

オバマ大統領の選挙戦における通信

政策の参謀であり、その当時彼が編

み上げた政策を実行する最適任者

として大統領が委員長に任命した。

委員長就任後の彼の執務室には、

オバマ大統領と彼自身のバスケット

ボール仲間としての写真が飾られて

いるが、大統領と委員長との連携プ

レイがコート内にとどまるものだと見

る者はない。彼にはネットワーク中

立性原則を法制化するオープンイン

ターネット政策の牽引車としての役割

が期待され、当人もそれを深く自覚

してきた。

ただ、ジェナカウスキー委員長の

政策は民主党的でも、その実現手法

では、「誰も驚かせないポリシー」と

彼の側近が表現するように、常に周

到なコンセンサス作りを模索するもの

となっている。何かの行動をとる前

には事前にその詳細を表に出して、

これに異論を持つ筋からの意見にも

耳を傾け、できるだけ警戒感を持た

れないようにしてきている。

ネットワーク中立性原則を法制化

する規則案の提案に当たっても、彼
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難局打開の突破口はあるか？
「オープンインターネット」を巡る攻防［前篇］

米国が今、インターネットのオープン性を巡り激しく揺れている。NW中立

性原則の法制化を目指すオバマ大統領・FCC、それに対抗する通信事業

者・共和党との攻防を全2回でレポートする。
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